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目 的

クエはマハタ同様高級魚であるが，適正水温や行動生

態がマハタと異なり，海面小割養殖対象種としてはあま

り適しないことがわかった。そこで，クエの閉鎖式養殖

システムを用いた陸上養殖技術開発の可能性を株式会社

陸上養殖工学研究所と共同で検討する。併せて，海洋深

層水の利用についても検討する。

１．クエ稚魚の適正飼育密度把握試験

方 法

試験は第１期６月18日から７月21日の34日間と７月

25日から８月18日の26日間の２期に分けて実施した。

試験水槽は200rポリエチレン水槽を用い，飼育水量を

150rとし，50r/hで25℃に加温した濾過海水を注水

した。供試魚にはクエ当歳魚（第１期開始時：平均体重

55ｇ）を用い，段階的な飼育密度となるように，４つ

の試験区に導入した。各試験区は第１期では１区（30

尾，飼育密度10.9㎏/k），２区（42尾，15.6㎏/k），３

区（54尾，20.2㎏/k），４区（70尾，25.7㎏/k）とし，

第２期は第１期から継続して実施したため，供試魚の成

長により試験開始時の設定が１区（30尾，14.9㎏/k），

２区（40尾，21.4㎏/k），３区（54尾，28.5㎏/k），

４区（69尾，32.7㎏/k）となった。飼料はトラフグ用

EPを用い，１日１回飽食量を給餌した。試験開始時及

び終了時に魚体測定を行い，飼育成績を求めて最適な飼

育密度を検討した。

結 果

試験期間中の水温は第１期では24.5℃～25.6℃，第２

期では25.0～26.3℃で推移した。飼育成績を表１に示す。

第１期，第２期とも15㎏に設定した試験区の飼育成績

が優れていた。第１期では25㎏/k，第２期では30㎏

/kを越えると摂餌量が減少し，増重率が大幅に低下し

た。このことから，クエでは魚体重が50ｇから100ｇの

場合の飼育密度は20㎏/k以下で飼育する必要があると

考えられた。
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表１ クエ稚魚適正飼育密度把握試験 飼育成績




